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【
う
ら
へ
続
く
】

　

前
号
の
記
事
で
岸
田
政

権
の
軍
拡
が
話
題
に
。「
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
や

大
軍
拡
の
安
保
３
文
書
を

閣
議
決
定
で
強
行
す
る
の

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
」

「
研
究
者
、技
術
者
を
軍
事

研
究
に
動
員
し
よ
う
と
し

　

岸
田
首
相
が
「
安
保
政

策
の
大
転
換
」
と
す
る
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を

決
め
た
安
保
３
文
書
の
改

定
は
、
ウ
ソ
と
ご
ま
か
し

ま
み
れ
で
す
。

　

第
１
に
、「
専
守
防
衛
に

徹
し
、
他
国
に
脅
威
を
与

え
る
よ
う
な
軍
事
大
国
に

な
ら
な
い
」
と
３
文
書
に

明
記
し
な
が
ら
、
敵
基
地

攻
撃
能
力
を
保
有
す
る

－
－

こ
れ
ほ
ど
の
大
ウ
ソ
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
こ
れ
ま
で
他
国

攻
撃
の
兵
器
の
保
有
を
禁

憲
法
と
平
和
踏
み
に
じ
る

安
保
３
文
書
の
大
ウ
ソ

　
　
　
・
専
守
防
衛
に
徹
す
る

　
　
　
・
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る

大
軍
拡
も
大
増
税
も
Ｎ
Ｏ
！

賃
金
あ
げ
て
消
費
税
さ
げ
る
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！

学術会議の独立性侵すな
　学者・文化人ら 127 人
　　　　政府方針撤回を要求

　

政
府
は
今
月
、
来
年
の

通
常
国
会
に
、
日
本
学
術

会
議
の
会
員
選
考
に
第
三

者
を
関
与
さ
せ
る
と
す
る

改
悪
法
案
を
提
出
す
る
と

表
明
。
こ
れ
に
対
し
、
幅

広
い
学
者
や
文
化
人
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
宗
教

者
ら
１
２
７
人
に
よ
る

「
学
問
と
表
現
の
自
由
を

守
る
会
」は
12
月
27
日
、撤

回
を
求
め
る
声
明
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

声
明
は
、
政
府
方
針
は

憲
法
が
定
め
る
学
問
の
自

由
を
侵
害
し
、
思
想
・
良

心
、
表
現
の
自
由
を
脅
か

す
も
の
だ
と
強
調
。「
世
界

の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
常
識
」

で
あ
る
会
員
選
考
方
法
と

活
動
の
独
立
性
の
原
則
を

蹂
躙
し
、学
術
会
議
を「
政

府
の
御
用
機
関
」
に
改
変

す
れ
ば
、
国
民
の
幸
福
と

人
類
福
祉
、
日
本
の
国
益

に
反
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
と
危
惧
し
て
い
ま

す
。

止
し
て
き
ま
し
た
。
敵
基

地
攻
撃
は
、
ト
マ
ホ
ー
ク

な
ど
に
よ
っ
て
相
手
国
領

土
内
の
基
地
や
軍
事
目
標

を
攻
撃
す
る
も
の
で
、

真
っ
向
か
ら「
専
守
防
衛
」

に
反
し
ま
す
。
し
か
も
軍

事
費
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
に
な

れ
ば
、
日
本
は
米
国
、
中

国
に
次
ぐ
世
界
第
３
位
の

軍
事
大
国
に
な
り
ま
す
。

　

第
２
に
、
岸
田
政
権
が
、

敵
基
地
攻
能
力
の
保
有
は

「
自
分
の
国
は
自
分
で
守

る
」
た
め
の
も
の
だ
と

言
っ
て
い
る
こ
と
も
大
ウ

ソ
で
す
。

　

安
保
３
文
書
は
敵
基
地

攻
撃
能
力
に
つ
い
て
、
日

本
が
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い

も
と
で
も
、
米
国
へ
の
攻

撃
が
着
手
さ
れ
た
と
米
国

が
判
断
す
れ
ば
、「
存
立
危

機
事
態
」
だ
と
し
て
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
に
よ
っ

て
敵
基
地
攻
撃
が
で
き
る

と
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

の
結
果
、
相
手
国
か
ら
の

報
復
攻
撃
に
よ
る
国
土
の

焦
土
化
を
招
く
こ
と
に
な

り
、「
日
本
を
守
る
」
ど
こ

ろ
か
日
本
を
全
面
戦
争
に

巻
き
込
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

て
い
る
」「
岸
田
首
相
は
Ｇ

７
各
国
を
訪
問
し
て
軍
拡

路
線
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

国
会
で
議
論
も
し
て
い
な

い
こ
と
だ
。
ひ
ど
い
」「
タ

モ
リ
さ
ん
が
『
徹
子
の
部
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

屋
』
で
『
新
し
い
戦
前
に

な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
』
と
言
っ
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
第
８
波
。

「
１
日
の
死
者
数
が
過
去

最
高
を
更
新
し
続
け
て
い

　

大
相
撲
初
場
所
。「
照
ノ

富
士
が
休
場
で
、
大
関
も

貴
景
勝
一
人
だ
け
は
寂
し

い
ね
」「
最
近
は
平
幕
力
士

　

庶
民
増
税
と
暮
ら
し
の

予
算
の
流
用
・
削
減
。
こ

れ
が
岸
田
政
権
の
大
軍
拡

財
源
の
実
態
で
す
。

◆
復
興
税
の
半
分

　

復
興
特
別
所
得
税
（
税

額
の
２
・
１
％
）の
半
分
を

軍
事
費
に
流
用
し
、
課
税

期
間
を
２
０
３
７
年
か
ら

さ
ら
に
延
ば
す
。

大軍拡財源
復興税やコロナ予算
　　　まで流用

Mr.
タ
モ
リ
も
Ms.
吉
永
も

声
あ
げ
る
！

　

昨
年
末
タ
モ
リ
さ
ん
が

「
徹
子
の
部
屋
」
で
「
２

０
２
３
年
は
新
し
い
戦
前

に
な
る
の
で
は
」
と
話
し

た
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て

い
る
。
吉
永
小
百
合
さ
ん

も
「
怖
い
の
は
、
昨
年
末

サ
ッ
カ
ー
W
杯
で
日
本
中

が
沸
き
返
っ
て
い
た
時
期

に
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
や

防
衛
費
増
額
と
い
う
大
変

な
問
題
を
、
み
ん
な
で
考

え
る
ん
じ
ゃ
な
く
、
ど
ん

ど
ん
決
め
て
い
こ
う
と
し

た
動
き
で
す
」
と
批
判

（『
東
京
新
聞
』
１
日
付
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
）
し
て
い
る
。

お
か
し
い
こ
と
に
声
を
あ

げ
な
け
れ
ば
、
と
気
づ
か

さ
れ
励
ま
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
N
）

染
状
況
を
リ
ア
ル
に
分
析

し
て
国
民
に
警
戒
を
呼
び

か
け
る
べ
き
だ
」「
中
国
で

は
感
染
爆
発
が
起
き
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

全
国
で
猛
威
。「
10
日
、全

国
で
殺
処
分
が
１
０
０
０

万
羽
を
超
え
た
」「
物
価
の

優
等
生
の
卵
も
値
上
が
り

し
て
、
家
庭
を
直
撃
し
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ス
ポ
ー
ツ
。「
ラ
グ
ビ
ー

大
学
選
手
権
は
帝
京
大
が

早
稲
田
に
圧
勝
し
た
」「
高

校
サ
ッ
カ
ー
は
岡
山
学
芸

館
。
花
園
全
国
高
校
ラ
グ

ビ
ー
は
東
福
岡
が
優
勝
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

◆
社
会
保
障
削
減

　

年
金
額
０
・
４
％
削
減
、

75
歳
以
上
の
う
ち
３
７
０

万
人
の
医
療
費
窓
口
負
担

の
倍
増
な
ど
。

◆
医
療
の
積
立
金

　

医
療
関
係
の
積
立
金
や

コ
ロ
ナ
対
策
費
の
未
使
用

分
を
流
用
。

◆
国
債
を
増
発

　

こ
れ
ま
で
政
府
自
身
が

「
禁
じ
手
」と
し
て
き
た
建

設
国
債
を
軍
事
費
に
充
て

る
。

　

岸
田
政
権
は
毎
年
度
不

足
す
る
１
兆
円
分
を
増
税

で
賄
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

結
局
、
増
税
は
数
兆
円
規

模
に
膨
れ
上
が
り
ま
す
。

そ
の
財
源
と
な
れ
ば
、
消

費
税
増
税
を
含
む
大
増
税
、

暮
ら
し
の
予
算
大
削
減
の

泥
沼
に
落
ち
込
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ「
第
８
波
」

に
よ
っ
て
医
療
が
逼ひ
っ
ぱ
く迫
し
、

死
亡
者
数
が
拡
大
、
後
遺

症
も
深
刻
で
す
。
日
本
共

産
党
は
医
療
関
係
者
か
ら

意
見
も
聞
き
、
あ
ら
た
め

て
高
齢
者
を
は
じ
め
国
民

の
命
を
守
る
対
策
の
強
化

を
政
府
に
要
請
し
ま
し
た
。

　

①
政
府
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
に
関
す
る
情
報
が

新
型
コ
ロ
ナ 

死
者
数
最
大

第
８
波
か
ら
命
守
る
対
策
強
化
を

　
　
日
本
共
産
党
が
要
請
書

全
く
伝
わ
ら
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。「
第
８
波
」

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
医
療
交

付
金
を
地
方
独
自
の
感
染

予
防
策
・
病
床
確
保
な
ど

に
柔
軟
に
使
え
る
よ
う
に

す
る
。
③
発
熱
外
来
へ
の

財
政
措
置
の
復
活
と
早
期

受
診
で
き
る
体
制
づ
く
り
。

④
高
齢
者
の
有
症
状
患
者

の
入
院
を
積
極
的
に
進
め

る
⑤
高
齢
者
施
設
の
感
染

予
防
へ
の
支
援
強
化
、
な

ど
で
す
。

の
優
勝
が
続
い
て
い
る
」

「
若
手
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

護
衛
艦
「
い
な
ず
ま
」

が
座
礁
（
10
日
）。「
山
口

県
周
防
の
沖
合
で
座
礁
し

自
力
航
行
で
き
な
っ
た
」

「
国
内
の
海
地
図
を
持
っ

て
い
な
い
の
か
、
あ
き
れ

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
神
代
植
物
公
園
で
ロ

ウ
バ
イ
が
咲
き
出
し
た
」

「
早
咲
き
の
梅
や
ス
ノ
ー

ド
ロ
ッ
プ
が
開
花
し
た
」

EU　男女賃金格差　開示へ
　100 人以上の企業対象

　

EU
の
加
盟
国
と
欧
州
議

会
は
12
月
15
日
、
従
業
員

１
０
０
人
以
上
を
雇
用
す

る
域
内
企
業
に
対
し
、
男

女
別
賃
金
に
関
す
る
情
報

を
定
期
的
に
当
局
に
提
出

す
る
よ
う
義
務
付
け
る
法

案
に
合
意
し
ま
し
た
。

　

法
案
で
は
、
従
業
員
の

求
め
に
応
じ
て
情
報
を
開

示
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
、

男
女
の
賃
金
格
差
が
５
％

以
上
あ
る
と
判
明
し
た
企

業
は
、
正
当
な
理
由
が
な

い
限
り
、
従
業
員
側
と
合

同
で
調
査
し
、
改
善
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
、

違
反
し
た
場
合
、
罰
則
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の

法
案
は
「
同
一
労
働
、
同

一
賃
金
」
の
実
現
が
狙
い

で
、
欧
州
委
員
会
が

２
０
２
１
年
３
月
に
提
案

し
て
い
ま
し
た
。

の
感
染
状
況
に
つ
い
て
国

民
に
対
す
る
情
報
発
信
を

抜
本
的
に
強
化
す
る
。
②

る
」「
感
染
者
も
相
当
多
い

の
で
は
な
い
か
、
政
府
は

全
数
把
握
を
や
め
て
し

ま
っ
た
の
で
分
か
ら
な

い
」「
政
府
は
も
う
一
度
感


